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はじめに 

先週は、母のためにお祈りくださりありがとうございます。人体に何か異物が入り込む

と、体は危機を感じて外に排出しようとします。霊的にも聖霊の宮である私たちのからだ

に、異物（神がお嫌いになる罪）が入り込んできますと、私たちは落ち着かなくなります。

聖霊は私たちの良心に警告を発し、悔い改めるようにと促してくださいます。聖霊に従っ

て、罪に向き合い悔い改めることは、時には痛みが伴うこともあるかもしれません。しか

し、聖化の道を歩む私たちクリスチャンにとっては恵みであり、必要なことなのです。 

 

１．想定される第二の質問 

私たちは６章で、クリスチャンが信仰生活を歩むにあたって、聖化の土台となるものが

何であるかを学びました。パウロによれば、それは第一に「認めなさい」ということでし

た。何を認めるのか。この認める「ロギゾマイ」（ギ）という言葉は、算数で使う用語で

した。「計算する、勘定する」という意味があります。 

11 節 同じように、あなたがたもキリストイエスにあって、自分は罪に対して死んだ者で

あり、神に対して生きている者だと、認めなさい。 

パウロは洗礼（バプテスマ）をたとえを用いて、何を認めるのかを説明しました。洗礼は

主イエス・キリストとクリスチャンとの一体化を象徴しています。福音を信じ、キリスト

に信頼をすることを決心した人は、イエス・キリストと結び合わされます。（一体化） 

 

 キリストと共に死に、キリストと共に葬られ、キリストと共によみがえります。 

 サタンの支配から、キリストの支配に移され、キリストのいのちと結合されます。 

 キリストのゆえに義と認められ、全く新しくされます。 

 救われた保証として、聖霊が与えられます。 

 キリストを頭とした、教会という神の契約の民に加えられます。 

 将来には肉体の贖い、永遠の命という希望が与えられます。 

これらの自己認識を持ち続け、神からいただいた立場を見失ってはいけません。これを認

め続け、これを認め続けるようにしましょう。 

 

 



聖化の土台の第二には「からだ」「肢体」についてでした。生活と言ってもいいでしょ

う。パウロは、私たちの手足を神に捧げるように勧めます。認めるだけではなく、実際に

手足を神に義の道具として使っていいただくために捧げましょう。その際に、他人と比べ

て自分の足りなさや弱さを嘆く必要は全くありません。神は小さき者、弱いき者を用いて

くださるお方なのですから。 

 

パウロは 15 節以降で、それまでに語った内容をさらに深く掘り下げていきます。１節

の恵みが増し加わるために、私たちは、罪にとどまるべきでしょうか。と想定される質問

に対しては、14 節までに答えたのですが、15 節にも同じような質問を想定しています。 

6:15  では、どうなのでしょう。私たちは律法の下にではなく、恵みの下にあるのだから、

罪を犯そう、となるのでしょうか。決してそんなことはありません。 

１節と比べてみると、質問がよく似ています。日本語ではわかりにくいのですが、動詞が

１節のほうが「罪にとどまる」、15 節のほうは「罪を犯そう」となっています。ギリシア

語では動詞の時制が違っています。つまり、１節は現在形で、継続的に罪を犯し続けるこ

とを指しています、15 節はアオリスト形といわれるもので、時々罪を犯すことです。した

がって、「今はもう恵みの中にあって許されるのだから、時々なら罪を犯してもいいでは

ないか。」という意味の質問になります。パウロは、それに対して 1 節と同じように「決

してそんなことはありません」と強く退けています。神はいかなる罪であっても容認する

ことはできない義なるお方です。クリスチャンは、神の恵みを罪の口実にすることがあっ

てはならないのです。 

 

２．奴隷と主人 

キリストとの一体化の神秘をバプテスマのたとえで説明したパウロは、次に紀元１世紀

ローマに住む人たちが日常的に体験している「奴隷と主人」のたとえを使って、神への献

身を勧めます。 

 

このたとえの内容を学ぶ前に、ローマ帝国で奴隷がどのような存在であったかを知ってお

きましょう。 

Q  ローマ帝国には奴隷のどれくらいいたのか  

A  総人口の 3 分の１が奴隷であった。 

Q どんな人が奴隷となったか 

A 奴隷は戦争捕虜や奴隷が産んだ子供が主であったが、中にはローマ市民を含む自由

人が経済的理由で自らを売って奴隷になったり、同様の理由で売られた子供が奴隷となる 

こともあった。 

Q どんな種類の奴隷がいたか 



A 主に、都市の邸宅で使役される家内奴隷と、地方の奴隷制農場などに用いられる使

役奴隷に大別される。古代ローマの奴隷の用途は、極めて多岐にわたる自作農が所有する 

奴隷、自作農が所有する奴隷、一般の家内奴隷、高度専門職（教師、会計士、医師、秘 

書）、剣闘士、役人、菅史など 

 

さて、主人が奴隷を自由に支配できなくなるには、二つの場合だけです。一つは奴隷が

死亡した場合です。当然、死人に向かって命令しても死人は反応しません。これを 6、7

節でパウロは言及しています。 

ローマ 6:6 私たちは知っています。私たちの古い人がキリストとともに十字架につけられ

たのは、罪のからだが滅ぼされて、私たちがもはや罪の奴隷でなくなるためです。 

ローマ 6:7 死んだ者は、罪から解放されているのです。 

 

二つ目には奴隷市場で、それまでの主人から新しい主人へと買い取られていく場合です。

この場合も、昨日までこき使っていた奴隷に対して、以前の主人はもう命令をすることは

できなくなります。この事例をパウロは 16-18 節でたとえるのです。 

6:16  あなたがたは知らないのですか。あなたがたが自分自身を奴隷として献げて服従すれ

ば、その服従する相手の奴隷となるのです。つまり、罪の奴隷となって死に至り、あるい

は従順の奴隷となって義に至ります。 

この聖句は、人間が完全に自立して、単独で生きていくことはできないことも示唆してい

ます。創造主なる神は、人を神との関係の中で生きるものとして創造されました。人は神

から離れてしまうと、自分自身を神として生きるか、神以外のものを偶像として仕えて生

きるかのどちらかです。創世記にはアダムが、神の禁じられた善悪の木の実を食べ、神の

ようになろうとしたことによって、人類に罪と死が入り込んできたことが記されています。

パウロの言葉を借りれば、人間は罪（ハルマテイア、単数形ではサタン、世の支配者、世

の価値観）という主人に仕えて死に至るか、神への従順の奴隷（神に従順に生きるか）と

なって義に至るか。の二択しかないのです。。 

 

続いてパウロは語調を変えて、宣言します 

6:17  神に感謝します。あなたがたは、かつては罪の奴隷でしたが、伝えられた教えの規範

に心から服従し、 

6:18  罪から解放されて、義の奴隷となりました。 

かつては罪の奴隷であったローマの信徒たちが、罪から解放されて義の奴隷となったこと

を神に感謝し、宣言しています。パウロは、彼らの主人が罪という古い主人から、神とい

う新しい主人に変えられたことを確信しているのです。 

 



パウロはここで、罪から解放されたのは伝えられた教えの規範に心から服従したからであ

るという言い方をしています。これは、キリストの使徒たちによって伝えられた福音であ

り、使徒たちの教えのことを示しています。私たちが受け入れた福音にはとてつもない力

があるのです。 

ローマ 1:16 私は福音を恥としません。福音は、ユダヤ人をはじめギリシア人にも、信じる

すべての人に救いをもたらす神の力です。 

クリスチャンは従う主人が変えられました。新しい主人である神は、イエス・キリストの

命という代価を支払って、私たちを買い取ってくださいました。古い主人である罪には、

もう拘束力がありません。クリスチャンは罪の支配から解放されたのです。罪から解放さ

れたという言葉は、もう罪の性質を持たないという意味でも、罪の行為をしなくなったと

いう意味ではありません。もう以前のように罪を犯す必然性がなくなったのです。 

 

今や仕える主人が変わったことをローマの信徒たちに思い起こさせたパウロは、厳粛に勧

めます。  

6:19 あなたがたの肉の弱さのために、私は人間的な言い方をしています。以前あなたがた

は、自分の手足を汚れと不法の奴隷として献げて、不法に進みました。同じように、今は

その手足を義の奴隷として献げて、聖潔に進みなさい。 

肉の弱さのためにとは、霊的な真理を理解する力がないので、一般的な「奴隷と主人」と

いうたとえを使ってわかりやすく説明しています。という意味です。彼らはキリストを知

る以前は汚らわしいことをし、不法な生活をしていました。神の権威を認めず、誰の言う

ことも聞きませんでした。自分のために生き、自分で基準を定めていました。自分では自

由だと思っていましたが、当時は罪の奴隷でした。救われた今、不法にささげていたその

手足を、神のために用いていたくためにささげなさい。と勧めます。 

６章前半と同じく、これは確認と献身の勧めです、つまり想定される第二の質問の回答は

こうです。「恵みの下に生きる」とは放縦に好き勝手に生きることではない。「義の奴隷」

として、聖なる神のものとして、神と歩調を合わせて生きることなのです。 

 

３．義の奴隷として 

神のものとして世に歩調を合わせるのではなく、神と歩調を合わせて聖く生きることは

全てのクリスチャンに対して神が求められているものです。 

6:20  あなたがたは、罪の奴隷であったとき、義については自由にふるまっていました。 

6:21  ではそのころ、あなたがたはどんな実を得ましたか。今では恥ずかしく思っているも

のです。それらの行き着くところは死です。 

ここでは、多くの人が思い描く自由の姿が描かれています。多くの人は、何にも縛られず、

自分のやりたい放題することが自由だと思いこんでいます。なんでも自分で決定でき、行



動できる。しかし、それこそが不法であり、罪の奴隷となっている姿です。それは、イエ

スがお語りになったあの放蕩息子の姿に重なります。弟息子は、しばらくは「自由」を謳

歌しているように見えましたが、財産を湯水のように使い果たし、放蕩の限りを尽くした

にすぎませんでした。弟が結んだ実は「汚れと不法、みじめさと恥」であり、結局行きつ

くつく先は人間としての死でした。 

 

6:22  しかし今は、罪から解放されて神の奴隷となり、聖潔に至る実を得ています。その行

き着くところは永遠のいのちです。 

けれども弟息子が「お父さん。私は天に対して罪を犯し、あなたの前に罪ある者です。 も

う、息子と呼ばれる資格はありません。雇い人の一人にしてください。」と父のしもべに

してもらおうと立ち返った時に、父は彼が「死んでいたのによみがえった」と駆け寄って

抱きしめて、子どもとして迎えたのでした。実は、神の奴隷となるとは、神の子供として

受け入れられることに他なりません。 

 

6:23  罪の報酬は死です。しかし神の賜物は、私たちの主キリスト・イエスにある永遠のい

のちです。 

サタンは自分のしもべに報酬（サラリー）を支払います。サタンによく仕え、全力を尽く

せば報われることになります。罪の報酬は死です。それに対して「神」という主人の下で

働くしもべがいただくものは、「報酬」ではありません。イエスのぶどう畑のたとえのよ

うに、満足に働けないものにも一日分の賃金（永遠の命）を気前よく「賜物」として与え

てくださるのが、私たちの神です。 

 

神のしもべとして、この神のぶどう畑で働けるとはなんという喜び、なんという恵みでし

ょうか。私たちはどちらかを選ばなければなりません。すなわち、肉に従ういのちは死で

終わります。御霊に従ういのちは、永遠のいのちに終わるのです。全ての人は、罪のしも

べか、神のしもべかの二つに分類されます。自分の体を罪の道具として使うか、自分の体

を神の栄光のために使う道具としてゆだねるかです。 

 

私たちはイエスに従うと決めました。自分の人生を神の栄光のために用いていただきまし

ょう。 

 

最後に 

私は、今週、バーバラ・ブラウン・テイラーという方の「天の国の種」という 15 編か

らなるマタイの福音書から説教集を手に入れまして、少しづつ読み進めています。彼女は



アメリカ聖公会の司祭で、アメリカで最も定評のある説教者の一人です。「彼女の説教で

は、言葉が説教の中で躍動しているだけではなく、説教が終わってもなお聞き手の心の中

に生き続け、心を震わせ、新しい出来事を起こそうとする。」と評されてます。 

この本の中に「片隅のメシア」というタイトルのメッセージがあります。内容はバプテ

スマのヨハネが投獄され、弟子を通してイエスとやり取りする、個所からのメッセージで

す。この説教を読んで、今日のメッセージ「私たちが聖く生きる、神と共に、神と歩調を

合わせて生きる。」ことと通じるものがあると思いましたので、最後にご紹介したいと思

います。 

初臨のイエスは、バプテスマのヨハネが期待していたようなメシア的王国、もしくはロ

ーマからの解放者としては働かれませんでした。「おいでになるはずの方はあなたですか。

それとも、別の方を待つべきでしょうか。」とヨハネの伝言をもってきた弟子たちに主イ

エスはお答えなさいませんでした。そのかわり、弟子たちを振り向かせ主イエスではなく、

イエスに従ってきた人に対面させました。 

そこには、イエスによって今まで人生で一度も味わったことのないほどに健やかにされ

た人たちがいました。この人たちにとってイエスがメシアかどうか疑う余地などありませ

んでした。「あなたがたは行って、自分たちが見たり聞いたりしていることをヨハネに伝

えなさい。目の見えない者たちが見、足の不自由な者たちが歩き、ツァラアトに冒された

者たちがきよめられ、耳の聞こえない者たちが聞き、死人たちが生き返り、貧しい者たち

に福音が伝えられています。だれでも、わたしにつまずかない者は幸いです。」 

それは現実となったイザヤの予言でした。ヨハネが望んでいたものは、大波ように圧倒的

にメシアが現れること。誰もがメシアと認め、すべてを押し流して一掃し、神は全能であ

り正義に満ちたお方であるメシアが現れることでした。しかしヨハネに与えられたのは、

イエスというお方からポタリポタリと滴り落ちる憐れみのしずくでした。日本には「水滴

りて石を穿つ」ということわざがあります。はかないしずく一滴一滴が、大波には決して

できないやり方で石を変形させます。私たちにはその理由はわかりませんが、これが再び

メシアが私たちのもとにおいでになるために、神がお決めになったやり方なのです。 

いっぺんにではなく、絶え間なく一滴一滴、千年、二千年をかけて。あのお方が生きら

れたように、イエスが愛されたように、私たちが人を愛して生きるとき、しずくがもう一

滴落ちてきます。それでは十分ではない、と思う人もいるでしょう。けれどもこれが神様

のご計画でした。主につまずかない人は幸いです。 

今週も、私たちは罪という主人から解放されて、神という新しい主人に仕える者とされ

た者として、主イエスの聖い生き方に倣い、一人ひとりを愛していく者、一滴一滴ではあ

ったとしてもイエスの憐れみをこの世に届ける者として、この身を神にお捧げしていくこ

とができますように。 

 

 


